
つい最近、久し振りに谷川俊
太郎さんの「生きる」という詩
に再会しました。「生きている
ということ」の多様な側面を、
イメージ豊かな優しい言葉によ
り幾重にも定義してゆく仕方に
おいて成り立つ美しい詩です。

例えば、「それは（生きているということとは）の
どが渇くということ、木もれ陽がまぶしいという
こと、ふっと或るメロディを思い出すということ、
くしゃみをすること、あなたと手をつなぐこと」
といった具合に。

読み直してみて、改めてこの詩の素晴らしさを
思うと同時に、若かりし頃は読み過ごしてしまっ
た詩句に心が留まりました。それは「かくされた
悪を注意深くこばむこと」との一節です。そして
このフレーズは、おのずと心の中で「主の祈り」
の「こころみにあわせず悪より救い出したまえ」
との一節に結び付いていったのでした。生きてゆ
く中で、悪意と敵意をもって危害を与えかねない
者たちに遭遇するということはしばしば起こりま
す。けれどもそのような者たちに抗さんと身構え
るうちに、いつのまにかその者たちと同じような
悪意と憎しみと敵意に染め上げられた存在に私た
ちはなりうるのです。「主の祈り」の中の「悪より
救い出したまえ」との言葉には、外部から危害を
加えんとする悪しき者たちからの救出ばかりでは
く、そのような脅威と対峙するうちに自らも知ら
ず知らずのうちに（内部から）それらの者たちと
同等の者になってしまうことのないようにとの祈
りが込められているように思うのです。悪しき者
に対峙するうちに自らも悪しき者とならぬよう、
神への祈りにおいて、また神の愛に結ばれ続ける
ことにおいて、自らを別の次元に繋ぎ留めておく

こと。谷川さんの「かくされた悪を注意深くこば
むこと」との詩句を私はそのような意味において
聖書的に受け止めてみたのでした。

哲学者の三木清はある書物の中で聖書において
示された「神の怒り」の特質について鋭く言及し
ています。彼によれば、神にあって、怒りは愛と
表裏一体であるというのです。三木は「神の弁証
法は、愛と憎しみの弁証法ではなく、愛と怒りの
弁証法である」とも語ります。正義が蹂躙された
際に示される神の怒りは激しくも愛と不可分なも
のであり、その愛と表裏一体の純粋さは決して失
われることはない。しかし、私たち人間において
は、怒りの純粋性は神のようには保たれえず、そ
れはいつしか憎しみに、また敵意や復讐心に変質
してしまうということを三木は語っているのです。

人間のかかる（怒りを憎しみに変質させてしま
う）弱さを知るがゆえに、聖書はしばしば、その
ことに注意を促し、激しい怒りや復讐心を神に委
ねることを教えているのです。使徒パウロが

「ローマの信徒の手紙」の中で「だれに対しても悪
に悪を返さず、すべての人の前で善を行うように
心がけなさい。…自分で復讐せず、神の怒りにま
かせなさい。…悪に負けることなく、善をもって
悪に勝ちなさい」と語っているのは、怒りを愛と
結ぶことがお出来になる神と、怒りを憎しみや復
讐心に変質させてしまう人間の違いを理解してい
たが故ともいえるでしょう。

主イエスは、正しく怒ることを知る方であると
同時に、その怒りを決して憎しみへと譲り渡さず、
むしろご自身の愛へとその怒りを深く結ばれた方。

「かくされた悪を拒むために」大切なことは、その
方の心へと「主の祈り」を通して不断に繋がれて
ゆくことなのでしょう。

（1）

日本基督教団 関東教区

かくされた悪をこばむために
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第 68 回関東教区総会が、来る 2018 年 5 月 23 日
（水）午前10時から5月24日（木）午後4時まで、
さいたま市ソニックシティ小ホールで開催されま
す。今回の総会設営は栃木地区が担当して下さい
ます。また受付や総会特別委員等は、議員の皆様
にもご奉仕いただくことになりますので、依頼が
ありました際にはよろしくお願い致します。今年
の教区総会の議案と流れにつきましては、後日送
付される「議案・報告書」をご覧いただきたいと
思いますが、幾つかポイントとなる点をかいつま
んでご案内させていただきます。

総会を開会礼拝をもって始める点は何の変更も
ありませんが、慣例となってきた1日目夜の分科会
を廃止し、すべての議案審議を全体会議で行うよ
うに議事日程を提案させていただきます。昨年の
総会にご出席の皆さんはおわかりですが、常置委
員選挙結果を報告・確定することができないまま
総会を終了する事になってしまいました。このよ
うな事は二度とあってはならないことで、これを
機に思い切って議事日程を大きく見直させていた
だいたわけです。分科会をなくす事で発言の機会
が減ってしまうというマイナスは確かにあると思
いますが、それ以上に全ての議案を全体で協議し
採決に臨めるというプラスは大きいと考えました。
夕食後でも選挙ができるのもメリットです。何卒
ご賛同下さい。

昼食前に新来任教師をご紹介し、また隠退され
た教師の方々をご紹介します。今年は教師の交代
が多く新来任教師が多いように聞いております。
そして昼食後すぐに按手礼式と准允式が行われま
す。新しい教師が立てられてゆく事を共に喜びた
いと思います。新しく教師として立てられた方の
議席を確定した上で、教団総会議員の選挙が行わ
れます（教師14名、信徒14名）。今秋に開催され
る教団総会に関東教区の代表として送り出す方々
です。祈りつつ投票をお願いします。

1日目の夕方には協議会を開催致します。靖国天
皇制問題委員会と「論憲ネットワーク」特設委員
会よりの要望を受けて、改憲を巡る事柄について
西川重則氏を招いて学びを深めます。

2日目の朝に逝去者の追悼祈祷を捧げます。従来
は追悼礼拝でしたが祈祷のみにさせていただきま
す。また2日目午前には、教団問安使からご挨拶を
いただき、それについての質問や教団の課題につ
いて皆で協議をする時間を比較的十分に取りまし
た。

さて、ご審議いただく議案の中には、諸委員会
の整理・統廃合とそれに伴う委員会名の改称の議
案があります。関東教区では、沢山の委員会が、
あまり常設委員会と特設委員会の区別が深く考慮
されないまま設置されてきました。中には既に働
きが終えたと思われるもの（既に合同で委員会を
開催している実態もあります）があり、まず常設
委員会と特設委員会の区別を一応明らかにして、
働きが重複しているものは統合し、働きが終えた
と思われるもの、また執行部預かり等で足りると
判断される委員会は廃止とさせていただく提案で
す。

勿論、今総会でこの提案が可決されたとしても
昨年度選ばれた各委員の方の任期は来年総会期ま
では残っておりますので、今年1年は移行期間とい
うことになります。

また、ご審議いただく議案の中には、これは文
章だけで説明するのはちょっと難しいのですが、
教会互助特別会計の運用に変更を加え、それに連
動して従来の「教会協力費」の予算立てを変える
提案があります。筆者は副議長になって同時に教
会互助特別委員会の責任者となり、その複雑な制
度がやっと理解できるようになりましたが、教会
互助制度（その原資はナルドの壺献金です）にお
ける教団教師退職年金掛金支援は、教師負担分援
助については教会互助会計（わかりやすく言えば
ナルド）から行い、教会負担分援助は伝道資金の

「教会協力費」の中にある「教団年金支援」から
行ってきたのです。これがなかなか分かりにくい
ので、同じ教師退職年金掛金の支援なのですから、
すべてを教会互助特別会計（ナルド）からしては
どうかとの提案です。その分「教会協力費」の充
実を図ろうと考えています。

良き総会となりますようご加祷下さい。

教区副議長 福島
����
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第 68 回関東教区総会のご案内
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第68回関東教区総会を教団規則第65条および教区規則第15条、17条に従って、下記の通り開催いた
しますので、議員の皆様は登録の上、ご出席をお願いいたします。

日　時：2018年5月23日（水）午前10時 ～ 24日（木）午後4時

（受付時間は、5月23日午前9時30分～10時）
会　場：さいたま市・ソニックシティ小ホール

（〒331-0852　さいたま市大宮区桜木町1-7-5　℡ 048-647-4111　Fax 048-647-4159）
宿　泊：パレスホテル大宮（〒331-0852　さいたま市大宮区桜木町1-7-5　℡ 048-647-3300）

ホテルマロウドイン大宮（〒331-0852　さいたま市大宮区桜木町2-173　℡ 048-645-5111）

［主な議題］
（1）仮執行順序承認の件
（2）按手礼･准允式執行に関する件
（3）教区総会特別委員選出の件
（4）開票事務局を設置し、第68回総会中に選挙開票を行う件
（5）教団総会議員選挙の件
（6）教区議長報告
（7）2018年度関東教区活動方針に関する件
（8）秋季按手礼執行の件
（9）「ナルドの壼献金」推進の件　
（10）「会堂･牧師館建築緊急貸出基金」献金推進の件
（11）「教育費互助基金」献金推進の件
（12）「2018年度教団部落解放センター活動献金」推進の件
（13）「熊本・大分大地震被災支援」に関する件
（14）2018年度宣教部活動計画に関する件
（15）2018年度教師部活動計画に関する件
（16）2017年度一般会計決算承認の件
（17）委員会整理・統合に関する件
（18）負担金最低額変更に関する件
（19）2018年度教区歳入歳出予算案承認の件
（20）第68回教区総会議事録承認の件
（21）次期第69回教区総会開催に関する件

その他

＊議案は現時点でのものであり、4月17日開催の第5回常置委員会を経て、議案追加や修正される場合
があります。

＊議案・建議・請願を考えておられる方へ。議案は総会開会40日前まで（4月13日）に議員10名以上
の同意を得て、また、建議･請願は総会開会21日前までに議員5名以上の同意を得て、総会議長宛で
教区事務所へご提出ください。経費を要する議案・建議・請願は、収支予算案を必ず添付してくださ
い。議案は議員が提出でき、建議･請願は関東教区内の教師および信徒が提出することができます。

2018年3月6日

日本基督教団関東教区　総会議長　東野　尚志

第68回 関 東 教 区 総 会 開 催 の お 知 ら せ
〈公　告〉
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新 常 置 委 員 挨 拶

新潟教会牧師 長倉
����

望
���

この度、教団総幹事として関東教区を離れられました秋山徹牧師の残任期間、常置委員を
つとめることになりました新潟教会牧師の長倉望です。新潟教会には2010年12月より着任
し、8年目の歩みを重ねています。関東教区・新潟地区に来てから、教会の働きのほかに、

東日本大震災被災支援、高校聖書科講師、法人理事、大学講師など、いままでにやったことのない働きに召
されることが多く、神さまのなさることの不思議を感じてきましたが、常置委員もその一つです。昨年度か
ら、新潟地区長として常置委員会に陪席し、少しずつ教区の働きについて学んでいました。まだまだわから
ないことも多いのですが、出会う一つ一つの出来事の中に、神さまの御業を発見しつつ、祈りをもって与え
られた務めを果たしたいと願っています。よろしくお願いします。

七里教会信徒 滝川
����

英
��

子
�

昨年の総会で、長年の祈りが叶い最も望ましい小西文江委員にバトンタッチした常置委
員。この度彼女の辞任により残り1年を私に引き継ぐようとの通知。即座に辞退のメールを
送信したが何故か2度も不通。み言葉も開かず祈りもしないでの結論に対する神のサインと

受け止め、出席した聖研祈祷会。与えられたのは「万軍の主よ、私の祈りを聞いてください。あなたにより
頼む人はいかに幸いなことでしょう」。欠けた器を再び必要とされる主にのみ信頼しつつ、備えられたみ業
に励むよう促され承諾した次第です。女性として、小規模教会の信徒として教区にお支えさせて頂きます。

新潟地区
地区長 長倉

����

望
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一年間を振り返ると、2017年度は、新潟地区の
連帯について問われ、その再構築を目指して歩み
はじめた年だと言えます。各教会・教師が、それ
ぞれの地域や教会に対する宣教の使命を持つと同
時に、新潟県全体の宣教を共に担うという意識と
活動の内実をどう形作っていくのかが課題です。

教師会は、1年を通して「地区の連帯」について

の考えと提案を数名の教師から発題いただきまし
た。また、各地区活動の現状をシェアできるよう、
教師会における地区報告の形を変更しました。

10月9日に開催された信徒大会については、すで
に報告しましたが、北海教区幹事の日向恭司牧師
から北海教区の連帯の実際について伺いました。
また、午後のクラフトづくりで、全教師に事前準
備に携わっていただいたのも、地区の連帯が深ま
ることを願ってでした。教会音楽部リードの地区
聖歌隊は、さまざまな教会・年齢・国籍・性別の

地 区 だ よ り
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者が共にする賛美の証を立ててくださいました。
教育部は、次世代の子どもたち同士が出会い、一
緒に楽しく過ごせる時を造り出してくださいまし
た。

また、2017年も小規模教会懇談会を11月19日に
開催。再会を喜び、自分たちの教会の恵みを数え、
新潟地区の連帯の可能性について語り合う時とな
りました。

さらに、遣わされている環境の多様さと降雪地
の課題を知るため、1月20日栃尾教会にて雪掘りボ
ランティアを行いました。その後、栃尾・長岡を
襲った寒波と豪雪の際には、数名の教師が栃尾教
会と長岡教会にかけつけるなど、支えあう交わり
のきっかけになりました。

教会をとりまく状況の厳しさの中、今後も共に
支えあって歩む地区形成への取り組みを重ねたい
と思います。

群馬地区
地区長 川上

����

盾
���

2018年1月14日、渋川教会を会場に、群馬地区
役員研修会を開催しました。今回のテーマは「人
の多様な性をめぐって」。共愛学園前橋国際大学の
前田由美子さんを講師に、セクシュアル・マイノ
リティの課題を学びました。私たちの社会には、
身体の性と心の性に違和感を持つ人や、性的指向
が典型的なありようとは異なる人たちが一定の割
合でいらっしゃいます。そのことを知らずに自分
の価値観のまま対応してしまうと、気付かずに相
手の心を傷付けることになってしまうかも知れま
せん。教会の大切な課題として、この課題につい
て学び、理解を深めることを目的に開催しました。

「13人にひとり該当する人がいる」と言われる現状
を受けとめ、特に子どもたちの心に寄り添う姿勢
が教会に求められていることを感じました。当日
は10教会より30名の参加がありました。

群馬地区では、ここ数年牧師交代が続き、新た
に地区に来る教師が多い中で、継続性を持った地

区活動の展開が困難となっています。特に2017～
18年度にかけては4つの教会（吾妻教会、太田八幡
教会、島村教会、沼田教会）が新たな牧師を迎え、
2つの教会（伊勢崎教会、桐生教会）が牧師の辞
任・転任により代務の体制となります。さらには
本人やご家族の病気・体調不良により、地区活動
に関わることが難しい教師もおられます。そんな
中で迎える2018年度の1年間は、いわばスクラン
ブル（緊急事態）体制です。なんとか協力して乗
り切っていきたいと考えています。

栃木地区
前地区委員長 清

�
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2017年度の栃木地区は、四條町教会に藤智佳、
藤秀彦両先生を迎えて出発することができました。
栃木地区にある教会は福音伝道の働きに困難を覚
えている教会・伝道所が多くありますが、これか
らお2人の力をお借りして、力強い歩みがなされる
ものと信じています。

さて、栃木地区の教会が共通して抱えている問
題は、やはり教会の財政的困難だと思います。そ
れは地区内16教会中8教会が、経常収入300万円以
下の教会であり、また、3教会がナルドの支援を受
けており、その額も高額だと言うことです。

このような現状の中でやはり最も大切なことは、
互いの教会を知りその課題を祈り合うことにある
と思います。それによってただ金銭的な支援をさ
れる側とする側という関係では無く、お互いに信
仰の交わりへと導かれるような、そんな地区とし
てこれから栃木地区が進んで言うことができれば
と願っています。

そのために、年1回ではありますが11月23日と
日付を決めて、全教会員を対象として、オータム
フェスタが行われています。今年は宇都宮教会に
て、東北ヘルプの川上直哉先生から大震災後のま
た原発事故後の各地の様子をうかがうことができ
ました。また、その後各教会の宣教の取り組みな
ども伺う時を持つことができました。また、引き
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続き教師会などでも、各教会の状況などを報告す
る時を持ち、互いに祈り合うことを大切にしよう
としています。

このような小さな地区ではありますが、宮内牧
師辞任後無牧師であった足利教会も2018年度より、
専従の牧師を招聘することとなりました。

これで、栃木地区には無牧師の教会が無くなり
満たされた地区となります。本当に小さな群れば
かりの栃木地区においてこのようなみ業を主がな
されたことを感謝しつつ、一つとなって歩んでい
きたいと思います。

茨城地区
地区長 福島

����

純
��

雄
�

過ぐる2018年3月11日、つくばクリスチャンセ
ンターにおいて、2018年の茨城地区総会が開催さ
れました。奇しくもその日は東日本大震災より満7
年が経った日でしたので、午後2時46分には議事
を一旦中断し、東北教区よりいただいた祈りを皆
で捧げて黙祷しました。

さて、2017年度における当地区一番のトピック
は、9月24日に「地区大会」を初めて開催した事で
す。それまで開催されていた信徒大会／役員研修
会（隔年毎）、教会こども大会、教会教育研修会の
3つの集会を統合して、幾つかのプログラムを同時
並行して行い参加者が自由選択できるようにしま
した。地区女性部修養会も共催する形にしました。
複数プログラムを同時並行にする形には反省点も
ありましたが、2018年度も継続して地区大会を実
施してゆく事となりました。

わずかな財源ですが、一昨年より地区特別会計
を発足させ、地区総会の開催される日を「地区
デー」と定めてこの特別会計に献金を献げていた
だいております。今年度は5教会に援助ができ、そ
れでも繰越金はマイナスにならずに祝されていま
す。教団よりの伝道資金30万円は、特にその教会
がなくなってしまうと近隣に信徒の方々が通う礼
拝場所がなくなってしまうような地域にある教会

を支えるとの方針を立て、4教会に均等に配分しま
した。

地区長が代務をしてきました諸川伝道所に、こ
の4月から主任担任教師が赴任して下さる事となり
ました。謝儀互助を受けて可能になった就任です。
大いに感謝です。

埼玉地区
地区書記 大坪

����

直史
����

2017年度も、埼玉地区は、地区規則第2条「…地
区内諸教会・伝道所の一致と連帯の強化に努め、
福音の前進に仕えることを目的とする」に則り、
特に礼拝出席者数が一桁のゆえ、独自の教会活動
が困難な教会や伝道所を覚え、各教会・伝道所が
相互の理解を深め、福音の前進の為に協力するこ
とを目指して、歩んでまいりました。具体的には、
かつて「集会所・伝道所懇談会」として行われて
いたものを、伝道の協力と強化を図る為、「伝道協
力協議会」として行いました。その他、地区内諸
委員会の協力を得て、礼拝に奏楽者を派遣したり、
伝道集会に伝道協力スタッフを派遣したりしてま
いりました。なお、地区委員会は、地区内諸教
会・伝道所の豊かな交わりに資するものとなるこ
とを願い、「埼玉地区ハンドブック」を作成してい
るところです。2018年度も、諸教会・伝道所が福
音の前進の為に志を一つにし、祈り合って行くこ
とを目指します。特に最寄区毎の教会・伝道所の、
交わりと協力の充実を目標とします。その為にも、
色々な意見を受け止めながら教師会の充実を図り、
教師会で各教会や伝道所の事情を理解し、重荷を
負い合い、支え合う体制作りをして行きたいと
願っています。教会の頭なるキリストは、どの教
会・伝道所にも御働きくださっていますから、各
個教会・伝道所の枠を超え、互いにキリストと教
会に仕える志をもって支え合って行きたいと思い
ます。地区委員会は各教会・伝道所の伝道の伸展
を願い、負担金の減額や予算の最適な活用を目指
して歩んでまいります。主の御恵みを祈りつつ。
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2月13日に大宮教会で第4回常置委員会が、3月6
日に教区事務所で第3回常任常置委員会が開催され
ました。
・教区部落開放推進委員会より、教団部落解放セ

ンターより全国会議開催の打診があり、協議の
結果2020年6月での受け入れを検討しているこ
とが報告されました。

・常議員会報告で、機構検討小委員会の答申を受
け、財政の健全化、教団総会議員定数の削減、
委員会の整理統合が行われていることが報告さ
れました。

・2018年度教区活動方針に関して、福島副議長は
教憲6条をもとに作成をしたことを説明しました。

・2018年度教区教会負担金割賦案について、協議
をし、地区総会に配布することを可決しました。

・2018年度教区予算案を可決しました。
・2018年度教区教会互助に関して、那須塩原伝道

所、宇都宮東伝道所、諸川伝道所、鳩山伝道所、
加須教会に支援することを可決しました。なお、
秩父教会に関しては、書類不備で保留となりま
した。

・第68回教区総会・執行順に関して、分科会を持
たず、全体で協議を進めていくことになります。
報告事項、議案という順で審議していきます。

・第68回教区総会の設営は、栃木地区の担当とな
ります。

・教区委員会の整理・統合について、協議しまし
た。教区総会で可決された後、2019年度より施
行していきます。

・教会負担金最低額変更に関して、今までの12,000
円から15,000円に変更することを可決しました。
郵送費などの高騰によるものです。負担金割賦
形式の変更になるため、教区総会議案となりま
す。

・災害対策支援会計を設置します。先の教区総会

において災害対策支援委員会設置による対応で
す。今年度末で中越沖地震会計を繰り入れます。
その後、中越地震会計、東日本大震災会計を順
に繰り入れます。

・新たな基金設置について、「ナルド基金」と災害
援助金特別会計を「災害援助基金」に名称を変
更して基金勘定に移すことを可決しました。

・教団年金支援を教会互助会計に一本化すること
を決しました。関東教区教会互助施行細則［教
団退職年金互助申請方法］を次のように変更し
ました。第6条　教団年金互助を申請する場合、
当該教会・伝道所は「教区教会互助　教団年金
互助申請書」を、個人は「教団年金掛金補助申
請書」を6月常置委員会までに、教区に提出しな
ければならない。

・伝道資金申請内規について、変更をしました。
・関東教区ナルドの壺献金パンフレット作成につ

いて可決しました。
・新潟雪害に対して、栃尾教会への除雪機購入を

災害対策から支出することを可決しました。
・各種申請に関する件（敬称略）

（1）教師異動
見附教会 辞 柳田雅江（主・正）

就 矢吹一夫（主・正）
東中通教会 就 平向倫明（担・補）

（2）第23条申請
春日部教会（境内地担保提供）

水海道教会（建物除去）

（3）退任
野田茂徳（正）　2018年2月6日教団承認

（4）教会協力費
行田教会 下水道管修繕
本庄旭教会 1階トイレ改修
鳩山伝道所 ヒムプレーヤー購入
吾妻教会 礼拝堂ストーブ購入

教区書記 小池
� � �

正
���

造
��

第67総会期第4回常置委員会・第3回常任常置委員会報告



主事　金刺　裕美

イースターの恵みに与る礼拝から始まった2018年
度です。各個教会では、新年度を迎え、教会総会の
準備で多忙な日々をお過ごしのことと思います。良
き備えの元に総会が終了できますよう願っています。
◎書類の提出は、済みましたか？

3月初めにたくさんの書類をお送りいたしました。
それぞれの提出期限をご確認の上、遅れないよう
にお送りください。
◎教区総会議員の登録内容変更について

議員名・出欠・宿泊・食事等に変更がある時は、
教区事務所へご連絡下さい。早期変更ですと、
キャンセル料が発生せずに済む場合もあります。
◎総会費用の納入について

納入は、5月8日(火)までに必ず事前送金してく
ださい。納入がまだの教会・伝道所は大至急ご送金
ください。総会当日の納入は極力ご遠慮ください。
◎教会負担金早期納入のお願い

各教会から納入された教会負担金により、諸活動が
行われています。新年度がスタートして、各委員会か
ら交付金や経費の請求が出ています。どうぞ、できる
だけ早期納入にご協力をお願い致します。また、自動
払込をご利用の教会・伝道所で、月々の引落しに加え
て納入いただける時は、ご連絡下されば感謝です。
◎送金先の確認をしてください。

いろいろな献金がありますが、地区や教団、年
金局などに送金すべきものが、教区に誤って届く
ことがあります。それぞれの所に改めて送金する
のですが、送金料が二重にかかります。送金の前
にご確認ください。
◎教団年金掛金互助・補助申請について

関東教区では、教団年金への全教師加入を促進する
ものとして、財政困難な教会の教師負担分・教会分

（1/2）の掛金に対する支援があります。ご希望の教
師・教会は必要書類を整えて地区決裁を経た後、教区
事務所に5月末までの必着で申請してください。
◎教区事務所の執務日・時間について

火曜日〜金曜日　　10時から5時
（土・日・月曜日の休日や、事務所を留守にし

ている時は、ご用件を留守電に残して下さい。）

保険事務　金刺　裕美

殊のほか、花粉の飛散量が多い今年の春です。マス
クが手放せない方も大勢おられます。季節の変わり目、
体調が守られ、健康にすごせますようお祈り致します。
◎お詫び

昨年度2月分の自動払込に於いて、二重に引落がか
かってしまいご迷惑をお掛け致しました。なんとか、2
月中に、それぞれの教会・伝道所へ返金ができました
が、ご心配をおかけしましたことお詫び申し上げます。
◎社会保険報酬額報告書の提出

社会保険報酬額報告書は、見込や未確定の謝儀額で
なく、確定した額をご報告ください。年金事務所へは、
教会・伝道所からの報告のとおりに届出をしますので、
問題が発生した場合は、教会・伝道所の責任で対処し
ていただくようになりますが、ご了承ください。
◎年間自動払込金額一覧表の送付について

報酬額報告書を基に、毎月の保険料・賞与保険料
等の算出をし、1年間の自動払込金額表を作成しま
す。6月中旬頃までにお届けできるよう準備中です。
◎被扶養者の異動について

就職や結婚、収入増などにより、被扶養者資格が
無くなったときは、その事柄の発生日を明記の上、
5日以内に保険証を教区事務所までお返し下さい。
◎生活習慣病予防健診の申込み

まず医療機関で受診予約を取り、教区事務所へご連
絡ください。その後、健康保険事業財団に申し込みを
します。申し込み無しに受診される場合は、全額自己
負担になりますので、忘れずにお申込みください。
◎「自動払込希望科目確認書」未提出の場合。　

締切日までに提出が無かった教会・伝道所の4月
分は自動払込ができませんでした。必ず4月分は別
途送金してください。5月分より自動払込を希望され
る場合や、新規に自動払込を希望される教会は、ご
連絡下さい。
◎マイナンバーの提出について

18年1月より、社会保険関係の届け出にマイナン
バーの記載が求められておりましたが、強制が少し
先延しになりました。現在、基礎年金番号での届け
をしていますので、マイナンバーの提示は不要です。

（8）

教区事務所だより 社会保険事務だより

編 / 集 / 後 / 記
讃美歌21の385番「花彩る春を」は永眠者記念礼拝に

歌われる。春夏秋冬を歌詞に織り込んだこの讃美歌を愛
する信徒は多い。しかし、日本の四季は崩れつつあると
感じるのは私だけであろうか。3月6日に2017年度最後
の教区通信委員会を真冬の寒さ残る大宮教会で開いた

が、翌週は気温20℃越えの初夏の陽気、それが次の週春
分の日には関東でも雪が降る寒さに戻った。最近は夏か
らいきなり冬、冬からいきなり夏、そんな年が増えてい
る。この気象変化は神の警告なのか？　151号が発行さ
れる5月6日は初夏を飛び越して「緑もえる夏」になっ
ているかもしれない。 （西谷　祐司）
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宣教部として大切にしている活動の中に、「問安」
があります。教会・伝道所をお尋ねして、教師や信徒
の方々とお会いし、現状や課題を伺って祈りを共にし
ます。具体的には、年 3 回の委員会のうち 2 月の委員
会を 1 泊 2 日の日程にして、委員会の会場も会堂をお
借りし教会の皆様と夕食を共にし、2 日目は近隣の 2
～3 教会・伝道所をお尋ねしています。

この問安で実感できるのは、直接その地に行き、そ
れぞれの教会の宣教の現場を見、顔を合わせて宣教の
課題を聞くことは、私たちの連帯の祈りを具体化させ
てくれるということです。それぞれの教会の会堂を思
い浮かべ、その教会のお一人お一人の顔を想いながら
祈ることがとても大事だと思います。

この宣教部だより 83 号の発行と合わせて、ナルド
通信 114 号が発行されますが、この 2 月に問安した鳩
山伝道所の藍田牧師に文章をお願いしました。その中
で、藍田牧師は「鳩山伝道所の伝道の原点に一度戻っ
てみる必要性を強く感じました。もちろん、私どもの
伝道の原点など簡単に見つかるとは思えませんが、た
だ言えることは、伝道の最前線で戦っている伝道者の
息づかいが聞こえてくるところ、そこに立って聞こえ
てくる声に耳をすますこと、まずそのことが肝心なの
だと思えました」と書いてくださいました。また、こ
の問安に同行した久保島牧師は、「会計予算の数字と
互助申請の文書だけでは決して見えてこないそれぞれ
の教会の賜物とまた課題があることに気がつかされま
した。宣教部の問安はまさしくそのために必要なのだ
という事を思わされた日でありました」と書いてくだ
さいました。この二人の文章の中に、まさに、「これ
から関東教区が大事にすべきことはこれ」があると思
います。

各教会の現状は、厳しさを増しています。教会員、
礼拝出席者、教会会計の減少は、私たちを悩ませま
す。また、今まで行っていた活動が、教会単独ではで

きにくくなってきた現実もあるでしょう。でも、どん
なに現状が厳しくても、教会の息づかいが止むことは
ありません。教会単独で取り組むことが困難なら、複
数の教会で取り組むことで新たな可能性が生まれるの
ではないでしょうか。

ここで、「協同」を想います。心を合わせ、力を合
わせて物事に取り組むということです。この「協同」
を、今は意識的に受け止めたいと思うのです。案外私
たちは、お隣の教会のことを知らないで過ごしている
のかもしれません。お隣の教会で今何が起きているの
か、どんな喜びがあり、どんなことで悩んでいるのか
を、どのくらい知っているのだろうかと思います（近
いがゆえにあまり知られたくないということもあるか
も）。でも、「脱・各個教会主義」、「協同教会を目指そ
う」を掲げてもいいのではと思うのです。

関東教区が長年かけて育ててきた「ナルドの壺献
金」は、2017 年度も目標額の 1,200 万円を超えること
ができました。これは本当にスゴイことです。諸教
会・伝道所の皆様の尊い祈りと献金を感謝します。あ
りがとうございました。

この「ナルドの壺献金」を、教師謝儀互助のほか、
教会を支えるために用いることも考える時期に来てい
ると感じています。近い将来、1 教会 1 教師という形
では、維持が困難な状況が押し寄せてくるでしょう。
それでも、礼拝を絶やさず、福音の灯を消すことなく
歩むために、関東教区の宣教計画を考えたいと思いま
す。

互いの喜びや悩みの共有、宣教の課題の取り組みの
分かち合い。そういった「互いの息づかいが聞こえる
関係」を、私たちは築きましょう。

私たちは、どこか遠いところから、間接的に眺める
のではなく、近づいて、直接的にかかわろうとする者
でありたいと願います。

『協同性』を考えよう
宣教部委員長 飯塚　拓也（竜ヶ崎教会）

一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、
一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。

（コリントの信徒への手紙一 12 章 26 節）

83 宣教部_レイアウト 1  2018/04/24  14:03  ページ 1



（2）

十日町雪掘りキャンプ報告

ディレクター 長倉　　望（新潟教会）

今年も 2018 年 2 月 14 日～18 日、十日町教会を会場
に、「出会う！働く！考える!! 十日町雪掘りキャン
プ」が開催されました。講師に片岡謁也師、柴田信也
師、高濱心吾師を迎えて、総勢 29 名での開催でした。
今回は、東北教区からも 4 名の参加がありました。教
区内外にかかわらず遠隔地から参加した場合も交通費
の補助はしていませんが、それぞれの場所からこの
キャンプに参加し、共に働き共に学びあう仲間が与え
られたことに感謝します。

今回の参加者の特徴としては、初参加の青年たちが
多いことが挙げられます。被災支援トレーニングとし
ての青年キャンプというユニークな在り方が、新しい
参加者に対する魅力となっていると共に、リピーター
として数年続けて参加していた学生たちが、それぞれ
に、次のステップに進む時期を迎えている、というこ
とかもしれません。人の入れ替わりが起こるのは青年
運動の宿命でもあり、健全な姿でもあります。

今年の冬は、長岡市の一部が、新潟県の災害救助条
例の適応を受けるほどの豪雪に見舞われ、栃尾教会、
長岡教会はじめ、新潟地区は雪に苦しめられた冬でし
たが、雪掘りキャンプからボランティアを派遣するこ
とができました。除雪は日常の仕事であり、1 日、2
日、お手伝いにいっても、実際の除雪については大し
た力にはなれないものですが、それでも、その労苦を
覚えて駆け付ける人たちがいる、ということそのもの
が、雪害の労苦、被災の労苦の中にある人たちへの大
きな励ましとなることを改めて教えられた時でした。
また、十日町教会の近隣の方たちも、毎年訪れる雪掘
りキャンプのことを覚え、温かいまなざしで見守って
くださっています。中越地震の時から毎年通い続ける
中で積み重ねられてきた地域の方たちからの信頼を、
大切に育てていきたいと思います。
「出会う！働く！考える!! 十日町雪掘りキャンプ」

の名にふさわしく、今年もまた、青年たちが出会い、
寝食を共にし、共に汗をかき、人の言葉に耳を傾け、
経験を分かち合う、密度の濃いキャンプとなりまし
た。受け入れてくださった十日町教会の皆さん、参加
者を送り出してくれたそれぞれの教会とご家族、様々
な配慮をもって参加者を受け止めてくださった久保田
愛策牧師とそのご家族に心から感謝いたします。

KKS キャンプ報告

ディレクター 小林　祥人（取手伝道所）

2017 年度の KKS キャンプは今年 3 月 27～29 日にか
けて、アジア学院を会場に行われました。テーマは

「平和ってな～に？わたしの平和、わたしたちの平和」
ということで、前年度の「平和を生きる」というテー
マの延長を考えました。少し重たいテーマではありま
すが、参加者は聖書の学びやゲーム等を通して、この
問題に真摯に向き合い、最終日には二つに分かれたグ
ループがテーマに則した発表をし、「平和」について
共に考える機会とすることができたと思います。しか
し、アジア学院のワークに実際に参加したことが特に
大きかったと思います。昨年までは、キャンパスツ
アーなどももちろんありましたが、参加者の間での交
流が中心でした。今回はアジア学院の取り組みに理解
を深めつつ、その中でテーマについて考えるきっかけ
を作れればと思いました。私たちの食糧となる農作物
や家畜を育てる現場との出会いに加えて、アジア学院
スタッフの皆さんが農作業の指導やレクチャーを丁寧
にしてくださり、わたしたちもすぐにワークに集中す
ることができました。それが終わると、夜はキャンド
ルサービスの時間となり、参加者はテーマとは必ずし
も関係ないことなども打ち明け、想いを共有できた晩
となりました。なお、このコーナーを長く担当してく
ださった森淑子先生（狭山教会）は、今回で引退とな
り、スタッフとしては最後のお働きとなりました。最
終日には宣教部委員長からも謝意が示されました。

参加は高校生を中心に 11 名の若者が集まってくれ
ました。人数が少ないのも相応の楽しさや、深い交わ
りができるなど良い点もありますが、もう少し増えて
ほしいという気持ちもディレクターとしてはありまし
た。今後の課題でありましょう。また今年も東北教区
と事前に話し合い、東北の仲間を招くことができまし
た。教団の中でも珍しい、教区を超えた交流ができ、
感謝です。参加者にはリピーターが多く、初めての方
からも「また次回も参加したい」という声が聞かれま
した。またいわゆるノンクリスチャンの方もいまし
た。このキャンプをきっかけに受洗した若者もいるこ
とを考えると、あらためて、若者たちへの宣教の時と
場としての KKS キャンプの役割と、その大切さを思
わされます。次回も関東教区諸教会伝道所からの応援
があり、多くの若者が集まるようにと願います。
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「関東教区青年の集い 2017 in 新潟」
ディレクター 三浦　　啓（桐生東部教会）

2017 年 12 月 26 日（火）～27 日（水）に「関東教
区青年の集い」を新潟教会、新潟ハウスを会場に行
い、12 名の参加者が集いました（新潟地区 6 名、群馬
地区 2 名、埼玉地区 2 名、東北教区 1 名、京都教区 1
名）。

今回の青年の集いでは東日本大震災の際に起こった
東京電力福島第一原子力発電所事故について学ぶこと
にしました。今回、新潟教会を会場にしたのは、新潟
教会青年会が昨年度、福島へスタディツアーに行った
り、ここ数年、会津放射能情報センターの会員向けに
保養のために“新潟ハウス”を提供する活動を行ってい
るので、それらの報告を聞き、学びたいと思ったから
です。

青年の集いの 1 日目は、開会礼拝の後、新潟教会の
皆さんがいろいろな美味しい食べ物を持ち寄りで集
まってくださり、ブリとタイを解体してみんなで楽し
い交わりの時を持つことができました。また、夕食後
には、新潟教会青年会が福島スタディツアーの報告を
してくれました。報告を聞き、皆さんが学んできたこ
と、感じてきたこと、考えてきたことの深さと日常の
人と人との繋がりからいろいろな活動へと広がってい
くということを感じました。

2 日目は、長倉先生より“新潟ハウス”（保養プログラ
ム）を始めた経緯や新潟教会の皆さんの積極的な関わ
り、新潟ハウスを運営する中で気づいたこと等をお聞
きしました。また、新潟ハウスの話を聞いた後、新潟
ハウスに戻り、後片付けと大掃除を行いました。

いろいろな場所から集まった青年、若手教職が良い
学びと交わりの時を過ごすことができたことを嬉しく
思います。これからも関東教区でどのような青年活動
を行うことができるのか模索しながら、たくさんの
方々の祈りと支援、神様のお守りの中で青年たちの出
会いの場、集いの場、交わりの場、学びの場をみんな
でつくり上げていきたいと願います。

雪掘りキャンプ参加者の感想（抜粋）

◆初めて雪掘りに参加しました。経験がなかったので
体力的にも技術的にも不安がありましたが、一緒に雪
掘りをしたメンバーと会話しながら帰るまで楽しく行
うことができました。夜にお聞きしたお話も、心に刺
さるものがあり印象に残っています。普段なかなか
じっくりお話を聞くことがないので良い機会だったと
思います。今の日本の問題や政府のあり方、そして自
分自身のあり方について深く問いかけられました。自
分で考えることの必要性を強く感じた会でした。教会
員の方々との交流もとても楽しかったです。喜んで迎
えてくださり、一緒におやつを食べてくださいまし
た。地域の方のお話を直接聞くことで、十日町での生
活を少しでも理解できたのではと思います。

（新潟教会　H・T）

◆今回初めて雪掘りキャンプに参加しました。自分の
身長以上の高さに積もった雪を初めて見ました。この
雪を除雪すると思うと、とても気の遠くなるような作
業だと思いました。しかし、現地の方々は、それを毎
日やっていて、雪をどかさなければ次の日に家から出
られなくなる、などの事態になってしまうと聞いた時
に驚きました。また、雪が積もってできた山の上で除
雪をしていると、足が沈んだり、道具を落としてし
まったりなどいっぱいいっぱいになって除雪していま
したが、お年寄りの方でも、そこで平然と除雪してい
る姿を見て、とても驚きました。 （安中教会　K・I）

◆昨年に引き続き、2 回目の参加でした。昨年参加し
てからは、新潟の天気予報が気になり、雪の予報を見
るたびに、十日町の皆さんががんばっているんだろう
なーと日々思っていました。雪が多い今年は、昨年雪
掘りをした所は全く様子が違って、道を作るところか
らのスタートでした。近所の方が通る細い道が、2
メートル近い雪で覆われ、そこに足跡があったので、
少しでも楽に通れるようにと、そこに集中して作業を
進 め ま し た 。黙 々 と 掘 り 続 け 、水 路 に 雪 を 落 と
す……。限られた時間の中で、焦りながらもどうにか
道を通すことができました。1 時間後にそこを通ると、
誰かの足跡があり、良かったと達成感を味わいまし
た。しかしその翌日、１日でまたひざ上まで積もって
いました。これを毎日するのか……。徒労感とはこの
ことだったのか。雪国の皆さんは、淡々と雪を掘ると
聞きました。毎日毎日続く雪との生活、雪が降ってい
る中、数分外に出ただけでも体に積もる雪、車を出す
だけでも車の周りの雪かきから始まる生活。短い数日
の経験でしたが、雪国の生活、自然と向き合う生活
を、少しでも知ることができました。夜の講演会は、
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